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教育基本法 

（家庭教育）  

第十条  父母その他の保護者は、子の教育について第一義的責任を有するものであって、生活のために必要な

習慣を身に付けさせるとともに、自立心を育成し、心身の調和のとれた発達を図るよう努めるものとす

る。 

２  国及び地方公共団体は、家庭教育の自主性を尊重しつつ、保護者に対する学習の機会及び情報の提供

その他の家庭教育を支援するために必要な施策を講ずるよう努めなければならない。 

 

子どもの教育の責任は保護者にあります。そして家庭教育の自主性は尊重されるべきものです。学校での学習

は学校に任せるとしても、家庭での学習は保護者の管轄です。家庭教育の自主性を損なう宿題は強制してはいけ

ないのですからやらせる必要はありません。考えてみれば当たり前のことですが、学力レベルの違う生徒に一律

の宿題は効果がありません。 

ただでさえ 

●子どものストレスがたまる。 

●親子喧嘩のもとになる。 

●他の自主的な活動をする時間が減る。 

●家族と一緒に楽しく過ごす時間が減る。 

●単調な作業が「家庭学習」の見本になってしまう。 

●わかっていることをやらせるのは無意味、わからないところを指導出来ない仕組み。 

●自主的に学ぶことへの興味を失う。 

といった弊害のほうが大きい宿題で、計算ドリル・漢字ドリル・教科書の音読という頭は使わずに時間だけは

かかる作業をさせるのは学力向上に関しては全くの逆効果です。ほとんどの子が「ササッとチャッチャッと」

「嫌々ダラダラ」と「深く考える」とは正反対の習慣がつきます。最近はやりの「自学」という宿題も、強制の

「自主学習」なので自主性は育ちません。「自学」は大人でも難しい高度な学習方法なので小学生には早すぎま

す。宿題は本来個別にアレンジして出されるものですが、現実問題として 20 人以上もいる生徒たちにそれは難

しいでしょう。だから本来は不要ですが、もしさせるならば、親が子どもに合わせて制限/アレンジしなければ

なりません。 

 

私の教室に通う子の家庭では、子どもを弊害から守るために宿題を制限/アレンジして量を減らした分、親が

代わりにやるようにお願いしています。今回は子どもの宿題を制限/アレンジしているお父さん・お母さんに、

具体的にどのように制限/アレンジしているか、その結果子どもがどう変わったか、といったことをアンケート

で答えてもらいました。また、家庭で同じようにどんぐり式の子育て・学習を取り入れている方からもアンケー

トに答えていただけましたので、その分も含まれています。 

 

アンケートの中に、「マシン」「マシーン」「宿題マシン」「宿題マシーン」等の表記があります。これはど

んぐり倶楽部のおすすめする「自動宿題しますマシーン」のことで、次ページのどんぐり倶楽部ブログ記事を併

せてお読みください。 

 

どんぐり倶楽部 HP  http://reonreon.com/ 

どんぐり倶楽部ブログ  http://plaza.rakuten.co.jp/donguriclub/ 

  

http://reonreon.com/
http://plaza.rakuten.co.jp/donguriclub/


■自動宿題しますマシーン(文責：どんぐり倶楽部) 

＊宿題は丁寧に頼んで家庭裁量にしてもらいましょう：100%可能です。 

 ＊もちろん、「いい宿題」ならすべきですよ。見たことがありませんが。 

＊昔は解毒剤を毎日飲んでたから大丈夫だったけど、今は解毒剤がなかなか手にはいらないので直ぐにやられち

ゃう。 

 

●どんぐり倶楽部では一家に一台「自動宿題しますマシーン」の導入をおすすめしています。 

マシーンが勝手にやってくれるのですから。PC でカンタン検索するのと同じです。余計な手間を省くマシンで

す。無意味な宿題をさせずにすみます。無意味な宿題を出す言い訳は承知しています。なんといっても、友人に

先生が多いこともあって本音も建前も承知しています。本音は、学力養成にはならないよ。建前は、内容ではな

く習慣が大事だから。程度です。どちらも全く効果はありません。悪影響は計り知れません。 

 

 特に、宿題の内容ではなく宿題をすることそのものに価値がある。という人がいます。私も昔は少しはそうも

思っていましたが、今は違います。この場合の価値は宿題でなくとも良いことなのです。 

 約束であったり、やりたくないことをすることであったり、単調な作業をすることであったり。が出来るよう

にということです。 

 

だったら、庭の草取りでもいいわけです。 

朝の挨拶でもいいわけです。 

そこに、宿題を入れてくる必要性は一切ありません。 

 

ついでにってのは、最も混乱を招く手法なんです。そして、その、ついでのほうが主になっていると、それはオ

マケを買うために食べたくない食べ物を買うことを勧めていることと同じわけです。 

 

異常で、悪影響を及ぼす教育を毎日していることになるのです。 

 

数人にとっては必要な宿題もあるんです？ 

いいえ、必要な子は一人もいません。 

全ての子供にとって悪影響を与えます。 

 ＊ほんの少し工夫をすれば、悪くない宿題になる可能性もあります（具体的方法は既述）が、そのままでは全

滅です。 

 

●宿題は保護者の管轄です。家庭学習なのですからね。 

  つまり、宿題も含めて、学力養成の全責任は保護者にあるということです。 

  その証拠に、宿題変更はいたるところで認められています。 

  また、それ以前に、同じ公立小学校なのに、クラスによって宿題が違うことは普通です。ということは、宿

題は先生の裁量だということです。ですが、宿題がもたらす影響については一切の責任は保護者にあるんです。 

 ＊ゲームを許す。宿題を許す。受験勉強を許す。塾通いを許す。いじめを許す。その学校にいく事を許す。外

遊びで出来る思考回路養成のチャンスを潰して＊＊教室に行く事を許す。全てです。 

 

http://plaza.rakuten.co.jp/donguriclub/diary/201208280000/ 

  

http://plaza.rakuten.co.jp/donguriclub/diary/201208280000/


 



 



 



 



 

 



 



 

 





 



 

 



 



 



 



 



 













 



 



 

  



 

  



 



  



 

 

  



 

 

  



 

 

  



 

 

  



 

 

  



 

 

  



 

 

 

  



 

 

  



 

 

  



 

  



 

 

  



 

 

  



 

 

  



 

  



 

  



 

 

  



 

 

  



 

 



 

 

  



 

 

  



 

 

  



 

 

  



 

  



 

  



 

  



 

 

  



 

  



 

  



 

  



 

  



 

 

 

 

 

  



 

  



 

 

  



 

 

  



 

  



 

 

  



 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

製作/発行 地頭を鍛える学習教室 

URL：http://www.jiatama-t.com/ 
Email：jiatama.gforest@gmail.com 

 
本書の内容を許可なくウェブ上に複写（コピー）・複製・転載することは
出来ません。紙に印刷・コピーして配布することは可能です。 

 


